
［成果情報名］チャ新品種‘みえうえじま’の少肥栽培特性

［ ］ ‘ ’ 、 （ ）要約 チャ新品種 みえうえじま は樹勢が強く 少肥栽培条件 年間窒素施肥量 40kg/10a
において収量・品質が安定し、かぶせ茶栽培にも適する。
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［背景・ねらい］

チャの栽培品種は極端に‘やぶきた’に偏っており、大規模化に対応した摘採期間の拡

大と地域ブランド化のために独自品種の導入が求められている。さらに、地下水の硝酸態

窒素の環境基準に対応するため、施肥量の削減が重要課題となっており、少肥栽培に適応

できる品種の選定が望まれている。

そこで、三重県内の茶農家によって育成された早生品種‘みえうえじま （品種登録’

第１１３６８号）の少肥栽培に対する適性を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

１．普通煎茶の窒素施肥基準 （三重県）に対して、 の少肥条件下におけ55kg/10a 40kg/10a
る一番茶、二番茶生葉収量は‘やぶきた’に比べ多い。荒茶の全窒素含量及びＮ Ｆ値は/
一番茶、二番茶ともに‘やぶきた’に比べ高く、タンニン含量はほぼ同等である。官能審

、 、 ‘ ’ 、 （ ）。査値は一番茶 二番茶ともに 外観は やぶきた に優り 内質はほぼ同等である 表１

２．かぶせ茶の窒素施肥基準 （三重県）に対して、 の少肥条件下におい65kg/10a 40kg/10a
ても ‘やぶきた’と比較して荒茶（一番茶、二番茶）の全窒素含量、テアニン含量は高、

く、官能審査値も高い。また、一番茶、二番茶生葉収量は‘やぶきた’とほぼ同等である

（表２ 。）

． 、 ‘ ’ 、 。３ 一般生育特性としては 萌芽期は やぶきた より約４日早く 摘採期は約３日早い

樹姿は極直で、樹勢は強く、初期生育も極めて良好である。成葉は長楕円、葉色は濃緑で

ある。芽数はやや多く、百芽重はやや小さい。新葉の色はやや緑が濃い（表３ 。）

［成果の活用面・留意点］

１ ‘みえうえじま’はかぶせ茶栽培を含め、三重県内の全域に適する。．

２．少肥条件でも収量・品質が良好であることから、窒素の環境負荷軽減に役立つ。

３ ‘やぶきた’と比べて摘採期が３日早いため、大規模経営の作期分散につながる。．

４．本試験は礫質赤色土壌において、 年秋肥から年間窒素施肥量 で実施し2000 40kg/10a
た。施肥体系は基肥４回（秋肥２回、春肥２回） 追肥３回（一番茶前、一番茶後、二番+
茶後）で、基肥にはなたね油粕と有機配合、追肥には化成肥料を用いた。



［具体的データ］

［その他］
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表３ 生育及び一般特性

７ｶ年平均 定植４年目 定植５年目

品 種 萌芽期 摘採期 株張り指数1) 樹体量2) 芽数3) 百芽重3)

(%) (cm×cm) (本/m2) (g)

みえうえじま 4月4日 4月30日 161 8436 1111 53.6

（対照）やぶきた 4月8日 5月3日 172 7498 833 83.0

注）１）株張り／樹高×１００ ２）樹高×株張り ３）３０cm×３０cm枠摘み

表１ 少肥条件下における普通煎茶の茶期別収量、品質

[一番茶]

荒茶成分 官能審査値

年度 品種名
摘採
月日

生葉
収量

全窒素
(N)

遊離ア
ミノ酸

テア
ニン

タン
ニン

繊維(F) N/F          外観 内質 計

(kg/10a) (%) (%) (%) (%) (%) 形状 色沢 香気 水色 滋味
2002 みえうえじま 4/24 475 5.7 3.1 1.6 15.3 17.4 0.33 10 10 9.0 9.5 9.5 48.0

やぶきた 4/30 452 5.5 3.3 1.8 14.3 19.5 0.28 10 10 8.0 10 9.5 47.5
2003 みえうえじま 5/2 394 5.9 3.9 2.3 14.4 15.1 0.39 10 10 9.5 9.5 10 49.0

5/6 689 5.6 3.8 2.2 14.0 16.9 0.33 9.5 9.5 9.0 9.5 9.0 46.5
やぶきた 5/2 263 5.8 4.2 2.4 14.8 15.6 0.37 9.5 9.0 9.0 10 9.5 47.0

5/6 539 5.6 4.0 2.3 13.9 16.9 0.33 9.5 8.5 9.5 9.0 9.5 46.0
2004 みえうえじま 4/28 451 5.6 3.5 1.9 15.9 17.3 0.32 10 10 9.5 8.5 9.0 47.0

5/3 713 5.2 3.0 1.6 15.2 19.3 0.27 9.5 9.0 8.0 8.0 9.0 43.5
やぶきた 4/30 332 5.3 3.0 1.6 15.8 17.7 0.30 10 9.5 10 9.5 10 49.0

5/6 609 4.5 2.0 1.0 14.0 22.9 0.20 8.0 8.0 7.0 9.0 9.5 41.5

[二番茶]

荒茶成分 官能審査値

年度 品種名
摘採
月日

生葉
収量

全窒素
(N)

遊離ア
ミノ酸

テア
ニン

タン
ニン

繊維(F) N/F          外観 内質 計

(kg/10a) (%) (%) (%) (%) (%) 形状 色沢 香気 水色 滋味
2002 みえうえじま 6/20 578 4.4 1.4 0.6 16.4 21.7 0.20 9.5 9.5 9.0 9.5 10 47.5

やぶきた 6/20 488 4.4 1.4 0.6 17.8 21.7 0.20 9.5 8.5 7.5 10 10 45.5

2003 みえうえじま 6/18 384 4.7 1.2 0.5 17.6 19.0 0.25 9.5 9.5 9.0 9.5 9.0 46.5

6/23 509 4.7 1.4 0.6 17.0 19.5 0.24 10 10 9.0 9.5 9.5 48.0

やぶきた 6/18 354 4.5 1.1 0.4 17.7 20.5 0.22 9.0 8.0 9.0 10 9.5 45.5

6/23 567 4.3 1.3 0.5 15.9 22.6 0.19 8.5 10 7.5 9.5 9.5 45.0

2004 みえうえじま 6/11 415 4.9 1.6 0.7 17.6 19.1 0.26 10 10 9.5 9.5 9.5 48.5

6/16 526 4.7 2.2 1.1 16.1 21.0 0.22 9.5 9.5 10 9.5 9.0 47.5

やぶきた 6/16 201 4.7 1.8 0.9 17.2 19.8 0.24 9.5 9.0 8.5 9.5 10 46.5

6/21 402 4.3 1.2 0.5 17.2 22.0 0.20 8.0 8.5 9.0 9.0 8.5 43.0

注）年間施肥窒素量40kg/10a

表２ 少肥条件下におけるかぶせ茶の茶期別収量・品質

一 番 茶 二 番 茶

年度 品種 摘採
生葉収

量
荒茶成分(%) 官能審査値 摘採 生葉収量 荒茶成分(%) 官能審査値

月日 (kg/10a)
全窒
素(N)

テア
ニン

タン
ニン

繊維
(F)

N/F 外観 内質 計 月日 (kg/10a)
全窒
素(N)

テア
ニン

タン
ニン

外観 内質 計

2003 みえうえじま 5/8 714 6.0 2.3 11.0 17.8 0.34 19.0 29.5 48.5 6/27 456 5.6 1.5 13.0 20.0 30.0 50.0

やぶきた 5/12 640 5.2 1.9 11.6 20.9 0.25 18.0 28.5 46.5 6/27 542 5.0 1.2 12.1 18.0 26.5 44.5

2004 みえうえじま 5/6 717 5.6 1.8 11.9 20.4 0.27 19.0 27.0 46.0 6/18 604 4.8 1.1 12.6 20.0 29.5 49.5

やぶきた 5/11 749 4.8 1.3 10.9 23.8 0.20 17.5 27.5 45.0 6/24 617 3.9 0.4 11.2 17.0 27.5 44.5

注1）年間施肥窒素量40kg/10a

注2)被覆期間 一番茶：一芯３葉期から２週間、二番茶：一芯２．５葉期から１０日間


